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第1宮 殿の位置、建築は大明宮含元殿のようである。 したがって上京宮城の正門と第1宮 殿は 「外朝」に











ルを導入 した、とい うことになるで しょう。《都市は発展する》 という観点は、近代の都市に
関しては、いわば常識であります。1990年 代に入 り、中国の北京や上海は、めざましいスピー













コ メ ン ト
長方形の部分がギャウルカラです。ここでは、内城が先史時代からある集落であり、アレクサ
ンダー大王以後ギリシア人が入植 した とき、外城 であるギャウルカラを構築 したと考えられて
います。一般に地中海地域 ・西アジア ・中央アジアでは、都市の構造はアクロポリス(シ タデ
ル=城 砦;上 町)と 下町か らなり、アクロポリスは地形的に高く、そこは古 くからの集落であ
り、政治 ・宗教における中心を占めていたということがいえるでしょう。
魏先生の見解は、上京龍泉府の宮城 ・皇城 ・郭城の三重のパターンを、発展の過程 としてと
らえ、ひいては東アジアの都城についての発展モデルを提案した点で、非常に重要であると思
います。ただ、私が衛星写真上で西古城(中 京顕徳府)と 八連城(東 京龍原府)の プランを検
討 した結果、魏先生が大城 として述べられているものについて、知識が得られましたので、こ
こに紹介 します。これが上京龍泉府の衛星写真、そして復原プランです。内側から宮城 ・皇城 ・
郭城の三重の囲郭により構成され、規則的な格子状の街路が施行 されています。
こちらが中京顕徳府に比定される西古城の衛星写真です。積雪のパターンから西古城周辺に
東西 ・南北の主要街路がかつて存在 したことがわか ります。また、周辺の水路のパターンか ら
も、西古城を内城 とする外城相当部分がかつて存在 したことをうかがわせます。これ らの手が
か りをもとに、このような復原プランを考えま した。
これは東京龍原府に比定 される八連城の衛星写真です。人連城の南側には、やはり南北 ・東
西の主要街路の痕跡がみ られ、人連城を内城 とする方格プランをもった外城相当部分が存在 し
たことがわか ります。ここで明らかになった主要道路は幅員が100m以 上にもなる雄大なもの
で した。
ここで、西古城 と上京龍泉府の宮城を比較すると、魏先生のご指摘の通 り、まったく同一の
規格であることがわかります。それゆえ、上京龍泉府の三重構造は、宮城が立堆 した後、段階
的に三重構造に発展したという、魏先生の見解に賛成します。ただし、西古城や人連城にも、
これ らを内城 とする外城や条坊プランが当初から存在し、少なくとも部分的には、施工された
と思われ ることから、私は当初の二重構造から三重構造に発展したのではないかと考えます。
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